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謹
ん
で
年
始
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
、
町
行
政
の
推
進
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
元
年
９

月
に
襲
来
し
た
台
風
か
ら
１
年
余

り
、
未
だ
に
そ
の
爪
痕
は
癒
さ
れ
て

お
ら
ず
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
年
明
け
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
発
災
直
後
よ
り
、
全
国
各
地
か
ら

災
害
義
援
金
、
寄
付
金
、
支
援
物
資

な
ど
延
べ
５
７
０
０
件
を
超
え
る
皆

さ
ま
か
ら
温
か
い
お
気
持
ち
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
多
く
の

励
ま
し
の
お
手
紙
が
届
い
て
お
り
、

復
旧
復
興
に
向
け
、
大
き
な
心
の
支

え
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
へ
の
対
応
を
優
先
さ
せ
つ
つ

も
町
政
が
停
滞
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

賑
わ
い
の
あ
る
町
を
早
期
に
取
り
戻

す
覚
悟
で
す
。

　
当
町
の
集
客
の
拠
点
で
あ
る
都
市

交
流
施
設
「
道
の
駅
・
保
田
小
学

校
」
は
、
台
風
災
害
で
被
災
し
た
直

売
所
も
復
旧
し
、
来
場
者
数
は
、
昨

年
12
月
末
で
累
計
１
３
０
万
人
を
突

破
し
、
台
風
災
害
に
対
す
る
風
評
被

害
の
影
響
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
新
た
な
脅
威

が
生
ま
れ
、
国
内
の
観
光
需
要
は
激

減
し
、
地
方
の
観
光
産
業
は
一
変
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お

い
て
、
持
続
可
能
な
観
光
地
を
目
指

す
に
は
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に

あ
っ
た
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
に
万
全
を
期
し
、
更
な

る
魅
力
向
上
と
共
に
、
継
続
的
に
こ

の
地
域
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
に

着
目
し
、
当
町
の
特
性
を
活
か
し
た

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い

く
決
意
で
す
。

　
本
年
も
例
年
同
様
、
花
ま
つ
り
と

し
て
、
第
１
章
「
水
仙
ま
つ
り
」
を

２
月
７
日
ま
で
、
第
２
章
「
頼
朝
桜

ま
つ
り
」
を
３
月
７
日
ま
で
、
最
終

章
「
桜
ま
つ
り
」
を
４
月
11
日
ま
で

実
施
し
、
花
ま
つ
り
期
間
中
は
開
花

状
況
に
応
じ
て
、
佐
久
間
ダ
ム
公
園

の
一
部
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、

新
春
か
ら
早
春
に
か
け
て
花
の
リ

レ
ー
で
お
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
ま
た
、
３
月
６
日
に
は
保
田
川
頼

朝
桜
の
里
、
竹
灯
篭
ま
つ
り
も
行
わ

れ
ま
す
。

　
災
害
の
際
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
恩
返
し
を
す
る
た
め
に

も
、
引
き
続
き
、
復
興
と
飛
躍
に
向

け
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
よ

り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
は
、
町
の
新
た
な

総
合
計
画
が
始
動
し
ま
す
。
将
来
の

町
の
行
政
運
営
指
針
を
示
す
「
ま
ち

の
道
し
る
べ
」
で
す
。
将
来
に
わ
た

り
持
続
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に

も
多
く
の
若
者
が
定
住
し
、
子
ど
も

た
ち
を
育
て
、
町
内
外
の
人
々
の
交

流
が
活
発
に
な
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
に
町
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
事

業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
町
政
へ
の
更
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝

おめでとうございますおめでとうございます
町長・議長　新年のご挨拶町長・議長　新年のご挨拶

鋸
南
町
長白

石 

治
和
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新
年
に
あ
た
り
一
言
、
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら

議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
「
幸
多
き
年
を
願
っ
て
」

と
題
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
状
を
顧
み
ま
す
と
台
風
被
害

か
ら
の
復
興
は
道
半
ば
に
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
も
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、
そ

し
て
こ
れ
ら
災
禍
に
苦
し
む
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
心
中
を
察
し
、
新
春
の

訪
れ
を
心
底
よ
り
喜
べ
な
い
心
持
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
中
、
当
議
会
に
お
い
て
は
４

回
の
定
例
会
に
加
え
３
度
の
臨
時
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
決
し
た
案
件
に
は
、
台
風
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
の
も
の
が
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
こ

と
か
ら
、
補
正
予
算
等
の
議
案
に
つ

い
て
は
、
迅
速
か
つ
適
正
な
審
議
を

行
う
こ
と
を
心
掛
け
、
町
当
局
に
よ

る
一
刻
も
早
い
復
興
と
皆
さ
ま
へ
の

速
や
か
な
ご
援
助
が
な
さ
れ
る
よ
う

努
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
台
風
災
害
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
２
年
度
に
数
多
く
の
事

業
が
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
の

12
月
定
例
会
等
に
お
い
て
の
説
明
で

は
、
被
災
家
屋
の
公
費
解
体
や
災
害

廃
棄
物
の
撤
去
が
完
了
し
た
ほ
か
公

共
施
設
等
の
復
旧
が
着
々
と
進
む
一

方
で
、
被
災
者
支
援
、
特
に
住
宅
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
進
捗

が
ま
ま
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ

り
、
議
会
を
代
表
し
遺
憾
の
意
を
表

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
を
失
く
さ
れ
、
未
だ
日
々

の
暮
ら
し
に
難
儀
さ
れ
て
い
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
実
情
を
重
く
受

け
止
め
、
当
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
町
当
局
に
対
し
様
々
な
提
案
や

要
望
を
行
っ
て
参
ら
ね
ば
と
考
え
る

次
第
で
す
。

　
さ
て
、
本
年
、
令
和
３
年
の
干
支

は
、
辛
か
の
と
丑う
し
と
な
り
ま
す
。
辛か
の
とは
、
ツ

ラ
イ
と
読
み
、
緩
や
か
な
衰
退
を
表

し
ま
す
。
一
方
、
丑う
し

と
い
う
漢
字

は
、
種
の
中
の
生
気
に
満
ち
た
芽
を

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
文
字

に
は
、
互
い
の
力
を
強
め
合
う
作
用

「
相そ
う
生じ
ょ
う」
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
つ

ま
り
辛
丑
は
、
痛
み
が
徐
々
に
衰
退

し
、
新
た
な
息
吹
が
芽
生
え
、
更
に

は
苦
痛
が
大
き
け
れ
ば
、
よ
り
希
望

も
大
き
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
向
こ
う
10
年
間

に
わ
た
る
新
た
な
総
合
計
画
の
初
年

度
と
な
り
ま
す
。
急
速
な
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
減
少
、
基
幹
産
業
の

低
迷
に
よ
る
地
域
活
力
の
衰
退
、
多

様
化
す
る
介
護
や
福
祉
に
備
え
る
施

策
の
充
実
な
ど
、
町
が
抱
え
る
課
題

は
山
積
し
て
お
り
、
新
総
合
計
画
に

は
、
当
然
、
こ
れ
ら
課
題
を
解
消
す

る
た
め
の
多
く
の
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
参
り
ま
す
。

　
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
予

算
、
条
例
等
の
審
議
、
各
種
施
策
等
に

対
す
る
一
般
質
問
を
通
じ
ま
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
さ
せ
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
が
、
新
た
な
る
町
へ

の
飛
躍
の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
、
一

つ
で
も
多
く
の
課
題
の
解
消
を
図
る

た
め
の
論
議
を
尽
く
し
、
行
政
の
監

視
役
と
し
て
、
ま
た
時
と
し
て
協
力

し
な
が
ら
、
町
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
昨
年
も
引
き
合
い
に
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
「
災

い
転
じ
て
福
と
な
す
」
。
本
年
こ
そ

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
幸
多
き

一
年
と
な
る
こ
と
を
深
く
ご
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
年
始
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

辛
丑
の
年
に
期
す
る

新年あけまして新年あけまして
鋸
南
町
議
会
議
長

青
木 

悦
子
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　消防団とは、消防本部や消防署と同様に消防組
織法に基づき、市町村に設置される消防機関です。　
　団員は消防本部などの職員と同じく、権限と責
任を有する公務員です。ただし、非常勤の特別職
の地方公務員となります。
　常勤の消防職員とは異なり、自分の仕事を持ち
ながら、火災などの災害時に自宅や職場から現場
へ駆けつけ、消火活動などを行います。
　団員は郷土愛護の精神のもと、地域住民の生命・
身体・財産を守るため、火災の警戒や鎮圧など様々
な活動に取り組んでいます。
　消防防災のリーダーとして、地域に密着し、住
民の安心と安全を守る重要な役割を担っています。

　　
公務災害補償　活動中に負傷した場合、公務災害

として補償されます。
被服の貸与　活動に必要な被服を貸与されます。
表彰制度　職務にあたって功労、功績があった場

合に表彰されます。
各種手当　年額報酬4.4万円以上、災害時の出動手

当などがあります。
退職報償金　５年以上勤務して退団した団員に

は、20万円以上の報償金を支給します。

※準中型の消防ポンプ車を運転するための免許取
得経費を2.5万円を上限に補助します。

【４月】辞令交付式　町長・団長から辞令の交付
【５月】中継及び規律訓練　消防の基本動作であ

る規律訓練、消防ポンプ車の放水訓練
【６月～７月】消防操法大会　消防技術を披露す

る安房郡市の大会や千葉県の大会に参加
【９月】総合防災訓練　避難訓練や模擬訓練を行

う防災訓練に参加

【11月】秋季全国火災予防運動　火災予防の啓発活動
　非常呼集訓練　火災を想定した実践的な訓練
【12月～２月】夜警　夜間に巡回を行い警戒活動
【１月】出初式　消防団員の表彰や消防ポンプ車

による一斉放水を披露
【３月】春季全国火災予防運動　火災予防の啓発活動

＊この他、各分団により消防ポンプ車の試運転や消防水利の点検などを定期的に行っています。

消防団とは？

消防団の主な活動内容

消防団員の待遇は？

▲操法大会 ▲消火栓点検 ▲指令車で啓発活動
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地域を守る！消防団活動を紹介



　消防団は一人ひとりがそれぞれの仕事
を持ちながら「自分たちの地域は自分た
ちで守る」という精神で消火活動などを
行っています。地域の皆さまを災害から
守るためには、皆さまの消防団への入団・
協力が必要不可欠です。多くの皆さまの
入団をお待ちしています。
入団資格　町に居住または勤務する 18 歳

以上の男女

　我々消防団は、地域防災力の担い手として、「町民の生命財産を守る」という強
い使命感のもと活動しています。近年は火災だけでなく日本全国で災害が多発
しており、消防団への期待も大きくなっています。
　昨今では、全国的に消防団員数の減少が叫ばれており、当町では近年の人口減
少の影響で、団員数は155人で定員充足率は約78％と低い水準になっており、団
員の確保が喫緊の課題となっています。
　今回の掲載を通じて、皆さまに消防団の活動を知っていただき、より身近に感
じていただければと思っています。消防団は様々な世代や職業の方が集まり交流
できることが魅力です。地元の人、移り住んできた人、一人でも多くの方の入団を心よりお待ちしています。

消防団員募集中

●問合せ先　総務企画課総務管理室　☎ 55-4801

消防団本部
団長　１人

副団長　３人
女性消防団　13 人

第１分団　42 人
勝山地区全域

第２分団　34 人
佐久間地区全域

第３分団　29 人
保田・元名・大帷子上・
小保田・市井原・横根

第４分団　33 人
吉浜・大六・

大帷子下・江月

大
だい

胡
ご

 昌
まさひろ

広 団長

　第２分団に所属している山賀です。入団して６
年目で昨年４月から第２分団の給水班長を務めて
います。
　私は会社員をしていますが、消防団は年齢構成
が様々で会社員・自営業・公務員など地域を愛する
方々が所属しています。そのような環境のため、分
団員同士、仲良く活動しています。
　訓練など、つらい時もありますが、仲間とともに
乗り越えた際の達成感は何にも代え難いです。団
員との絆も強まり、実際の消火活動にも活かされ
ています。
　今後も団員で協力して地域を守るために消防団
活動に取り組んでいきたいと思います。

　女性消防団に所属している廣田です。入団して
９年目で昨年４月から部長を務めています。
　私は神奈川県横浜市出身で町に転入後、地元の知人
の紹介がきっかけで女性消防団に入団しました。
　普段は農業に従事し、火災などの災害時には交通
整理や車両の誘導、平時には火災予防の啓発活動に
取り組んでいます。
　現在、女性消防団
員 は13人 で、 少 な
い人数の中、チーム
ワークを活かして活
動していますが、今
後も活動を維持する
ために、団員の確保が急務となっています。
　消防団員になることで、防災意識が高まり、新たな仲
間もできます。ぜひ一緒に地域の安全を守りましょう。

団長からのメッセージ

団員からの声

第２分団　給水班長

山
やま

賀
が

 康
やす

裕
ひろ

 さん

女性消防団　部長

廣
ひろ

田
た

 知
とも

子
こ

 さん

▲普通救命講習を受講する様子

組織図
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▲第１位の「ちぎりぱんどうぞ」

第１回ベビー＆キッズフォトコンテスト開催
　中央公民館で第１回ベビー＆キッズフォトコンテス
トが開催されました。このコンテストは「子ども自慢・素
敵な瞬間～奇跡の一枚～」をテーマとして未就園児を対
象に昨年８月から10月まで募集し、町内外から19点の
応募がありました。
　応募された写真は10月から11月に中央公民館ロビー
に展示され、来館者による投票の結果、川

かわ
﨑
さき

隆
たかし

さん・広
ひろ

美
み

さん（元名）が応募した「ちぎりぱんどうぞ」が総投票数
132票のうち30票を獲得し第１位に輝きました。
　投票者からは「むちむちとした姿がかわいい」「食べた
くなるほどパンに見える」といったコメントが寄せられ
ました。

鋸南中学校にバレーボールの寄贈
　11月18日に鋸南中学校で鋸南ロータ
リークラブ（清

し
水
みず

一
かず

成
なり

会長）からバレー
ボール７個が寄贈されました。
　昨年秋に公式球が変更されています
が、同校には公式球が少ないことから贈
られることになりました。
　生徒からは「寄贈されたボールのおか
げで練習がはかどった」と感謝の言葉が
ありました。　
◀清水会長（右）とボールを受け取る生徒

柴本さん親子が人命救助により表彰
　12月11日に勝山漁業協同組合で、千葉海上保安
部長表彰の贈呈式が行われ、柴

しば
本
もと

市
いち

郎
ろう

さん・祥
しょう

平
へい

さ
ん（竜島）に感謝状が贈呈されました。
　２人は親子で、11月23日午後４時頃に保田漁港
沖で漁船を操業していたところ、定置網付近で転覆
した船から男性１名を発見し救助しました。
　救助された方は、海水温17度の中、１時間以上漂
流しており、日没も差し迫る中での救助で発見が遅
れた場合、生存が危ぶまれる状況でした。
　この救助活動が評価され、今回の表彰となりました。

▲表彰された柴本さん親子（中央）
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小学生が「持続可能な鋸南町にするために」町に提案

道の駅保田小学校が開校５周年
　12月12日、13日に都市交流施設・道の駅保田
小学校で開校５周年を記念し、開校記念祭が開催
されました。
　抽選会や花束の無料提供、各テナントから特別
メニューの提供などが行われ、12日に開催され
た辰野町物産展では、オープン前から大人気のリ
ンゴを目当てに約60人が行列するなど、多くの
お客さんでにぎわいました。

　11月25日に鋸南小学校６年生が「持続可能な鋸南町に
するために」をテーマに提案発表会を行いました。
　児童たちは、これまでの総合的な学習の授業の中で、移
住者に移住理由や役場職員に町の施策を聞き取り、町の良
さや課題を調査し、白石町長ら町職員に提案しました。
　児童たちからは「新しい仕事として農園カフェを開いた
ら若者も増えるのではないか」「空き家をコミュニティセ
ンターやシェアハウスとして活用したらどうか」「自然を
生かしたキャンプ場の整備や観光ツアーを行ったらどう
か」などの提案がされ、「これからも町をよりよくするため
にできることを考えていきます」と話しました。

安房農業奨励賞に鈴木 直人さん

▲提案する児童たちの様子

　12月２日に中央公民館で安房農林業振興協議会が主催する安房
農業賞及び農業奨励賞表彰式が行われました。
　町からは、鈴

すず
木
き

直
なお

人
と

さん（両向）が安房農業奨励賞を受賞しました。
　鈴木さんは、結婚を機に平成26年に転入して婚家の家業である
カーネーション栽培に就きました。
　平成28年の第65回関東東海花の展覧会花の品評会カーネーション
部門で最高位の農林水産大臣賞を受賞し、平成31年からは安房地域
の花きの研究団体である「awahana!!」の鋸南地区理事として精力
的に活動しており、今後の活躍が期待されています。
　鈴木さんは「栽培技術に磨きをかけ、地域の担い手として取り組
んでいきたい」と語りました。

▲受賞した鈴木さん

▲辰野町物産展の様子
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地域おこし協力隊に堀越さんを委嘱

見返り俳句塾が『見返りの詩』第５号を発刊

陸上自衛隊レンジャー帰還式
　11月24日に保田神社で陸上自衛隊の学生空挺レン
ジャー訓練の帰還式が行われました。
　参加した32人の学生は、10月27日からの約１か月
間、旧町立佐久間小学校を前線基地に、野山や沢に分
け入るなどの過酷な訓練を実施し、無事帰還すること
ができました。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、
例年６月に開催される訓練が中止となりましたが、今
回の訓練では感染防止対策が徹底された中で行われ、
任務を完遂しました。

　11月３日に町の文芸サークル「見返り俳句塾」が、文芸誌『見返りの詩
うた

』第５号を発刊しました。
　見返り俳句塾は、郷土の文芸活動を高めようと、中央公民館を会場に、毎月第２土曜日の午後、現代俳
句協会千葉県幹事の東

あずま
國
くに

人
と

氏を講師に招き、俳句の句会や学習会を開催しています。季節を感じ、心を表
現する俳句の世界を愛するサークルです。
　今回発刊した『見返りの詩』は会員たちの成果で、春夏秋冬を
季題とした句、俳諧随想などの寄稿を掲載しています。会員も
随時募集中ですので、ご興味がある方はぜひお問合せください。

●問合せ先　中央公民館　☎55-4151

新年の季題
洋上の瑞雲を分く初日影　保

ほ
泉

いずみ
 孟
たけ

史
し
（大帷子）

初稽古まず丹田に力こめ　池
いけ

田
だ

 勝
まさる
（両向）

三世代十人揃い初写真　川
かわ

﨑
さき

 一
かず

美
み
（本郷浜）

初孫の安産祈る初日の出　三
さん

瓶
ぺい

 繁
しげ

男
お
（両向）

▲任務を完遂した学生たち

▲堀越さん

　11 月 16 日に農業振興担当の地域おこし協力隊として、東
京都葛飾区出身の堀

ほり
越
こし

美
み

奈
な

さんを委嘱しました。
　堀越さんは、町の豊かな自然環境に感動し、町の農業に携
わりたいという思いから地域おこし協力隊に応募されました。
　今後は農業者からの技術指導を受けながら農業に従事し、
インターネットを活用した農産物の販路拡大など農業の振興
に取り組みます。
　堀越さんは「一から農業を学び、町民の皆さまとの交流を
通じて、地域に貢献できるように努力したい」と話しました。

▲『見返りの詩』第５号
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広
　
告

従 業 員 募 集 
パート・アルバイト 

 

◎洗い場及び調理補助…３名 
◎清掃係…３名 
 

■週２、３日（土日のみ可）■4 時間～程度可 
 ※待遇、勤務時間等応相談 
 
 
 

保田漁協
 食食事事処処  ばばんんやや  

 

鋸 南 町 吉 浜 ９ ９ - ５ 

TEL.0470-55-4844（中村まで） 

全国一斉生活保護相談会
　千葉司法書士会及び千葉青年司法書士協議会で
は、生活保護に関する電話相談会を開催します。
日時　１月24日（日）　午前10時～午後４時
相談窓口　☎0120-052-088
　※相談料は無料です。秘密は厳守します。
問合せ先　千葉青年司法書士協議会　
　☎043-488-4633

菱川師宣記念館「房総を描き続けて－　溝口七生展」開催中
　故溝

みぞ
口
ぐち

七
かず

生
お

さんの寄贈作品13点を紹介する展覧会が開催されています。光陽展や千葉県展に出品し
た大作が中心で「布良の砂丘」や「樹々の墓標」など、自然と向き合い活動された溝口さんの思いがこもっ
た作品ばかりです。絵具箱や絵筆など、溝口さんが愛用した品も展示しています。

　また以前に旧保田小学校や鋸南中学校へ寄贈された
３点も展示しています。
　来館者からは「見ごたえのある展示で、感動しまし
た」「引き込まれるようなすばらしい風景画です」など
の感想が聞かれました。　
期間　1月24日（日）まで　※月曜休館
入館料　一般大人500円（町内者は200円）
問合せ先　菱川師宣記念館　☎55-4061

◀展示の様子

　町では、町報きょなんに掲載する広告を募集し
ています。掲載をご希望の方は総務企画課までご
連絡ください。

種類 サイズ 掲載料
１種 縦45ミリ×横85ミリ 5,000円
２種 縦45ミリ×横174ミリ 10,000円
３種 縦94ミリ×横85ミリ 10,000円

問合せ先　総務企画課企画財政室　☎ 55-4801
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館山税務署　申告書作成会場の開設
期間　２月16日（火）～３月15日（月）※土日祝日除く
時間　午前９時～午後５時
　（受付午前８時30分～午後４時）
　※混雑を避けるため当日会場またはオンラインで

入場整理券を配布します。入場整理券の配布状況
に応じて後日の来場をお願いすることがあります。

会場　館山税務署（館山市北条）
その他　会場での検温、マスクの着用、少人数で

の来場にご協力をお願いします。
問合せ先　館山税務署　☎22-0101

税理士による
小規模納税者のための無料申告相談
　小規模納税者の方の所得税・復興特別所得税・
消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税・
復興特別所得税の申告（土地、建物及び株式など
の譲渡所得並びに山林所得のある場合を除く）を
対象に無料申告相談を開設します。
　申告書等を提出するのみの場合は、税務署へ送
付してください。
開設日・会場　
２月２日（火）　鴨川市役所（鴨川市横渚）
２月３日（水）　館山市コミュニティセンター（館山市北条）
２月４日（木）　南房総市千倉保健センター
　（南房総市千倉町瀬戸）
受付時間　午前９時30分～午後３時30分
　※混雑する場合、早めに締め切ることがあります。
問合せ先　館山税務署　☎22-0101

国税庁ホームページ
確定申告書等作成コーナー
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」で所得税の申告書などが作成できます。ぜひ
ご活用ください。
　作成した申告書などは、印刷して添付書類と
一緒に税務署へ提出することができます。また、
e-Tax(国税電子申告・納税システム)で送信するこ
ともできます。データを保存しておけば、翌年の申
告時に読み込んで活用でき便利です。
作成できる申告書の種類
・所得税及び復興特別所得税の確定申告書
・青色申告決算書・収支内訳書
・消費税及び地方消費税の確定申告書
・贈与税の申告書

e-Taxをご利用ください
　所得税・消費税・贈与税・印紙税・酒税などの
申告や、法定調書の提出、届出や申請などの各種
手続を、インターネットで行うことができます。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から
も、ぜひ自宅からe-Taxをご利用ください。
　e-Taxで申告するときは、マイナンバーカード
か税務署が発行するID・パスワードが必要です。
　※マイナンバーカードを利用する場合、ICカー

ドリーダライタまたはマイナンバーカード読
取り対応のスマートフォンが必要です。

申告準備はお早めに申告準備はお早めに

国税庁ホームページはこちらから▶

　防災情報やイベント情報などの町からの最新情報をお届け
します。ぜひご利用ください。
　右のＱＲコードから「友だち追加」をする
ことで、情報を受け取ることができます。
アカウント名　鋸南町　　ＩＤ　@kyonanmachi

ＬＩＮＥとは？
　無料でテキストメッセージや通話などを利用するこ
とができるコミュニケーションアプリです。

●問合せ先　総務企画課企画財政室　☎ 55-4801

こちらもぜひご登録を

防災安心メール

公式フェイスブック

公式ツイッター

町公式Ｌ
ラ イ ン
ＩＮＥアカウントを開設しました

in format ion
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健康づくり推進員の募集
　健康づくりの知識や技術を学び、町の保健事業に
協力していただく健康づくり推進員を募集します。
病気の予防や運動、食育など健康に関心がある方の
応募をお待ちしています。
任期　令和３年４月１日～令和５年３月31日
活動内容　・講習会等への参加や開催支援
　・健康づくりに関する知識の習得及び普及啓発
応募資格　町内在住で18歳以上の方
募集定員　50人程度
募集期間　２月10日（水）まで
応募・問合せ先　保健福祉課健康推進室　☎50-1172

東京湾アクアラインの夜間通行止め
　トンネル補修工事のため夜間通行止めが実施さ
れます。
期間　１月24日（日）～ 28日（木） 各日午後11時～翌朝午前５時
　※海ほたるＰＡは午後９時～翌朝午前５時まで閉鎖
予備期間　①１月31日（日）～２月４日（木）
　②２月７日（日）～９日（火）
区間　上り線　袖ケ浦ＩＣ～川崎浮島ＪＣＴ
　下り線　川崎浮島ＪＣＴ～木更津金田ＩＣ
問合せ先　東日本高速道路（株）お客様センター　
　☎0570-024-024

安房地区社会教育振興大会
日時　２月６日（土）　午後２時～４時　入場無料
会場　中央公民館　多目的ホール
内容　（１）教育講演
　「何歳からでも挑戦できる」～トライアスロンへの挑戦～
　講師：最高齢アイアンマン世界王者　稲

いな

田
だ

 弘
ひろむ

 氏
　　　：アスリートワークス　プロフェッショナルコーチ
　　　：山

やま

本
もと

 淳
じゅん

一
いち

 氏
　（２）稲田氏・山本氏によるトークショー

問合せ先　教育課生涯学習室　☎55-2120

てんぐす病枝払い・環境美化活動
　佐久間ダム公園周辺の景観を守るため、桜など
のてんぐす病枝払いや清掃活動、桜の植栽を行いま
す。皆さまのご協力をお願いします。
日時　２月７日（日）　午前８時30分～正午　
　※小雨決行
　※午後も継続できる方はお願いします
場所　佐久間ダム公園　※暁観音前集合
持ち物　ノコギリ、手袋、ヘルメット、作業がしやすい服装
その他　・ごみ袋、昼食は主催者側で用意します。
　・安全対策のためヘルメットを着用してください。
　※お持ちでない方は貸し出します（先着10人）
主催　佐久間ダム湖観光生産管理組合・千葉鋸南日本花の会
問合せ先　佐久間ダム湖観光生産管理組合　☎55-8115
　金高 丈夫　☎55-8202　重田 恒久　☎55-1187

味わいハイキング181
忘却の名山 津辺野山ハイキング
　２月は忘却の名山 津辺野山をハイキングします。
西側の稜線からは天満山、八幡山、浮島、大黒山、み
さご島を見ることができます。
実施日　２月６日（土）　※雨天の場合７日（日）
集合　役場　午前9時30分集合
募集人数　40人　　会費　500円（保険代等含む）
持ち物　弁当、飲み物、保険証、雨具
案内人　川

かわ

崎
さき

 勝
かつ

丸
まる

氏（千葉県山岳史研究会）　
コース　役場9：50発→白銀→勝山学園→田子の台

→長林寺→展望台→津辺野山（昼食）→塚原→下
佐久間→役場15：30着予定

主催　鋸南町味わいハイキング
受付開始日　１月21日（木）　午前8時30分～
　※定員になり次第締め切ります。
　※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、中

止となる場合がありますのでご了承ください。
申込み・問合せ先　地域振興課まちづくり推進室　☎55-1560

in format ion

広
　
告

11　 町報きょなん　令和３年１月号



介
護

新
聞

福 

寿 

草

わ
が
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動【
第
８
回
】

　
鋸
南
手
話
サ
ー
ク
ル

　鋸南手話サークルは、災害時などに耳が聞こえない方に情報をきちんと届けたいとい
う思いで、毎月第２・第４月曜日にボランティアセンターで手話の学習をしています。
　町民だけではなく、近隣市からの参加者も交えて、ろう者と一緒に活動しています。

　口元が見えないと手話がうまく伝わらな
いこともあるので、マスクの代わりにマウ
スシールドを着用して手話を学んでいる方
もいます。
　どなたでも参加できますので、興味のあ
る方はお気軽にご連絡ください。
●問合せ先　社会福祉協議会　☎50-1174

◀手話を学習する様子

　感染予防対策に取り組み、介護予防活動を継続しています。
●対策方法
①体調が優れない場合は参加せず、事前に検温し、手洗いまたは手指消毒を行う
②会場入り口に消毒用アルコール、体温計を準備
③室内では十分に換気し、マスク

を着用して人との距離を１．５
ｍ以上にする

④晴れた日は屋外での活動を取り
入れる

　※紫外線から合成されるビタミ
ンＤは免疫力を高め、飛沫に
よる感染力を下げると言われ
ています。

コロナに負けず！自分の健康は自分で守る！

▲じねんじょの会の活動の様子
▲本郷長寿会の活動の様子

健康講座のご案内
　笑って楽しく運動しませんか。ユーモアあふれる中島先生と一緒に音楽に合わせて
健康体操を行います。参加を希望される方は、電話でお申し込みください。
日時　３月２日（火）　午後０時30分～２時　　
場所　老人福祉センター「笑楽の湯」
対象　65歳以上の方　　
定員　10人（先着順）　　
講師　千葉障がい者スポーツ指導者協議会会長　中

なか

島
じま

 一
いち

郎
ろう

 氏
その他　・動きやすい服装で水筒をご持参ください。　
・発熱や風邪の症状がある場合は、参加をご遠慮ください。
・検温、マスクの着用にご協力をお願いします。
申込み・問合せ先　地域包括支援センター　☎50-1172　
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江
戸
時
代
後
期
、
全
国
的
に
旅
ブ
ー
ム
に

火
が
付
き
、
伊い

勢せ

参ま
い

り
が
大
流
行
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
お
お
っ
ぴ
ら
に
旅
な
ど
出

来
な
か
っ
た
農
民
や
町
人
が
、
大
手
を
振
っ

て
家
を
留
守
に
し
て
大
旅
行
に
出
か
け
ら
れ

る
。
そ
れ
が
伊
勢
参
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　「
伊
勢
に
行
き
た
い
、
伊
勢
路じ

が
見
た
い
、

せ
め
て
一
生
に
一
度
で
も
」
と
歌
わ
れ
た
伊

勢
参
り
で
す
が
、
地
方
か
ら
で
は
、
や
は
り

高
額
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

仲
間
で
伊い

勢せ

講こ
う

を
作
り
、
お
金
を
積
み
立
て

て
、
く
じ
で
代だ

い

参さ
ん

を
決
め
て
伊
勢
参
り
に
行

く
と
い
う
の
が
、
通
例
で
し
た
。

　
そ
の
伊
勢
講
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
伊
勢
参
り

の
斡あ

っ

旋せ
ん

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
た
の
が
、
伊
勢
の
御お

ん

師し

と

い
う
職
業
の
人
た
ち
で
す
。
い
わ
ば
、
伊

勢
の
観
光
宣
伝
マ
ン
兼
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
。
彼
ら
が
全
国
へ
散
ら
ば
り
、
人
々
を

伊
勢
へ
導
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
神
宮
は
、
内な

い

宮ぐ
う

と
外げ

宮ぐ
う

が
あ
り
、
内

宮
は
正
式
に
は
伊い

勢せ

皇こ
う

大た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

と
言
い
ま

す
。
日
本
人
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
る
お
社
で
す
。

　
小
保
田
地
区
に
皇
大
神
宮
、
通
称
「
お
伊

勢
様
」
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
り
ま
す
。
始

ま
り
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸

時
代
の
寛か

ん

政せ
い

頃
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）

の
村
絵
図
に
は
、す
で
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

祭
神
は
天あ

ま

照
て
ら
す

大お
お

神み
か
み。

村
人
ら
の
伊
勢
信
仰

に
よ
り
創
始
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
明
治
初
期
に
は
、
地
元
の
伊
勢
講
仲
間
に

よ
っ
て
社
殿
が
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
期
に
は
子
ど
も
の
相す

も
う撲

取と

り
の
場
と

し
て
、
ま
た
現
在
は
祭
礼
や
年
末
年
始
に
は

区
民
が
草
刈
り
や
清
掃
を
行
い
管
理
し
、
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うや

家か

内な
い

安あ
ん

全ぜ
ん

を
祈
願
す
る
、
ま
さ
に

小
保
田
の
人
々
に
と
っ
て
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
お
社

や
し
ろ

で
す
。

　
町
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
十
五
号

に
よ
り
、
小
保
田
の
お
伊
勢
様
も
倒
壊
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
小
保
田
区

の
役
員
及
び
氏
子
さ
ん
た
ち
の
協
力
に
よ
り

社
殿
の
修
復
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
区
の
人
た
ち
に
信
仰
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

小保田　お伊勢様

健 康 通 信

冬
の
睡
眠
対
策

歴 資
料
館

史

　

寒
い
冬
は
手
足
が
冷
た
く
て
な
か

な
か
寝
つ
け
な
い
…
と
悩
ん
で
い
る

方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
冬
は

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
季
節
な
の
で
、

睡
眠
不
足
に
よ
っ
て
体
力
や
免
疫
力

が
下
が
る
こ
と
は
避
け
た
い
も
の
で

す
。
良
い
睡
眠
に
は
日
中
に
身
体
や

脳
を
し
っ
か
り
使
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
寒
く
て
日
照
時
間
が

短
い
冬
は
日
中
の
身
体
活
動
量
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
身
体
活
動
量
が
少

な
く
な
る
こ
と
で
、
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
り
、
結
果
的
に

脳
の
活
動
量
も
低
下
し
ま
す
。
つ
ま

り
冬
は
、
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
の

条
件
が
整
い
に
く
い
難
し
い
季
節
な

の
で
す
。

　

良
い
睡
眠
を
得
よ
う
と
し
て
、
寝

る
直
前
に
、
夜
食
に
温
か
い
も
の
を

食
べ
た
り
、
お
酒
で
身
体
を
温
め
た

り
、
熱
い
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入
っ

て
か
ら
寝
る
よ
う
に
し
て
い
る
方
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら

は
睡
眠
に
と
っ
て
す
べ
て
逆
効
果
で

す
。
寝
る
直
前
に
食
事
を
取
る
と
代

謝
が
上
が
り
眠
り
に
く
く
な
り
、
お

酒
は
中
途
覚
醒
が
生
じ
や
す
く
、
ト

イ
レ
も
近
く
な
る
こ
と
で
眠
り
の
質

を
低
下
さ
せ
ま
す
。
熱
い
お
風
呂
は

睡
眠
時
に
本
来
下
げ
る
べ
き
深
部
体

温
が
下
が
り
に
く
く
な
り
寝
入
り
が

悪
く
な
り
ま
す
。

　

冬
の
睡
眠
の
敵
は
「
寒
さ
」
と
「
乾

燥
」
で
す
。
良
い
睡
眠
の
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
工
夫
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①
寝
る
前
に
寝
室
・
寝
具
を
温
め
て

お
く
と
、
冬
の
寝
室
の
寒
さ
に
伴
う

末
梢
血
管
の
収
縮
を
防
ぐ
こ
と
で
寝

入
り
が
ス
ム
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
エ

ア
コ
ン
の
ほ
か
電
気
毛
布
や
湯
た
ん

ぽ
、
布
団
乾
燥
機
な
ど
で
寝
具
を
温

め
て
お
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
足

が
冷
え
る
か
ら
と
厚
い
靴
下
を
は
い

て
寝
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
寝

付
い
た
後
温
ま
っ
た
体
温
を
放
散
す

る
の
に
支
障
が
あ
る
の
で
布
団
の
中

を
温
め
て
お
く
の
が
良
い
よ
う
で
す
。

②
睡
眠
の
１
～
２
時
間
前
に
熱
す
ぎ

な
い
お
風
呂
（
38
～
40
℃
）
に
入
っ

て
深
部
体
温
を
高
く
し
て
お
く
と
、

寝
入
り
に
向
け
て
深
部
体
温
が
下
が

り
や
す
く
眠
り
に
入
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

③
寝
室
の
乾
燥
は
喉
や
肌
へ
の
負
担

も
大
き
く
な
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
暖

房
を
使
う
と
湿
度
が
低
下
す
る
の
で

加
湿
器
を
使
っ
た
り
洗
濯
物
を
干
す

な
ど
し
て
寝
室
の
湿
度
が
40
～
60
％

程
度
に
な
る
よ
う
に
加
湿
を
心
掛
け

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

お
伊
勢
様

連
載
三
四
五
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えだまめの代わりに長ねぎを使
用してもおいしく作ることがで
きます。

令和３年１月５日発行（月１回発行）　編集･発行:鋸南町役場総務企画課 〒299-2192　千葉県安房郡鋸南町下佐久間3458　☎0470-55-2111（代表）

　僕の１月は「あけましておめでとう」と「誕生日おめでとう」のダ
ブルです。ピースとチョキと２歳は同じサインなので練習して上手にな
りたいです。お兄ちゃんとは喧嘩しちゃうこともあるけどお兄ちゃん
が手加減して負けてくれる時もあるね。優しいお兄ちゃん大好きだよ。
by けいご

人の動き   12月１日現在（前月比）

👪人　口	 7,432 人（△ 11 人）　　　出生　 1 人
👨うち男	 3,576 人（△ 04 人）　　　死亡　09 人
👩　　女	 3,856 人（△ 07 人）　　　転入　10 人
🏠世帯数	 3,559 世帯（△ 06 世帯）　転出　13 人

材料（４人分）

鶏もも肉（皮なし）････ 120g
じゃがいも･･･････大きめ１個 
にんじん･････････ 1/4本
むきえだまめ･････ 20g
おろししょうが･･･少々
酒･･･････････････大さじ 1/2
片栗粉･･･････････大さじ３
三温糖･･･････････小さじ２
みりん･･･････････小さじ１
塩･･･････････････ひとつまみ
しょうゆ･････････大さじ 1/2
水･･･････････････大さじ３
白いりごま･･･････大さじ 1/2

　鶏肉はカリッとじゃがいもはホクホクとした食感で、
甘辛のたれが食欲をそそり、ご飯が進む一品です。

提供：学校給食センター

鶏肉とお芋の揚げからめ

ききょょななんん学学校校給給食食レレシシピピ

 作り方

①　鶏肉を２ｃｍ角に切り、おろししょうがと酒で下味をつける。
②　にんじんをいちょう切りにし、下茹でする。
③　じゃがいもを２ｃｍ角に切り 175℃の油で素揚げする。
④　①に片栗粉をまぶして 175℃の油で揚げる。
⑤　三温糖、みりん、塩、しょうゆ、水をフライパンで煮立て、

②のにんじんとむきえだまめを入れる。
⑥　⑤に揚げた鶏肉とじゃがいもを入れてからめ、白いりごまを
ふる。

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

公
式
ラ
イ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.tow

n.kyonan.chiba.jp/
@
kyonanm

achi
@
kyonan_m

achi
@
kyonanm

achi

諒
りょう

太
た

くん　　　３歳

圭
け い

吾
ご

くん　　　２歳
厚海 勝徳さん　第１子・第２子　田町区

水道管の凍結に注意
　冬の冷え込みが厳しくなると、水道管が凍り破損
するおそれがあります。
　凍結を防止するため、屋外の水道管に保温チュー
ブや布などを巻き付けて保温する、屋内の水道管は
蛇口を開けて少量の水を流し続けるなどしましょう。
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